
令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

授業デザイン FIRST STEP Vol.1 ―小学校図画工作科「導入」編― 

 

１ 「導入」で大切なことは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 児童の「やってみたい！」を引き出すために 

👉「題材デザイン FIRST STEP」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡田京子「小学校図工 指導スキル大全」を基に作成 

（１）～（５）で提示したものについては、授業中に児童が参照しやすいように残しておくことが大切です。導入

時の児童の感じ方や受け止め方は、活動が進むにつれて変化していきます。児童が、導入で提示したものを活

動中に参照することは、自分自身の変化に気付くきっかけとなり、成長を実感することにつながります。 

大切なことは、児童が「やってみたい。」「おもしろそう。」と思うように活動への意欲を引

き出すことです。また、児童が活動の見通しをもつことができるようにすることです。 

端的に提案することを心掛けて、「導入」を行いましょう。 

導入で端的に提案するためには・・・ 

 ・１０分程度で終わるように計画すること。 

 ・伝えたいことや感じてほしいことを考慮し、言葉や提示物を吟味すること。 

 ・説明ばかりでなく、児童の発言やつぶやきを生かしながら、めあての設定や活動の見通しにつなげること。 

 
題材に合わせて、(１)～(５)を選んだり 
組み合わせたりして、導入を行いましょう。 

題材名を聞いただけで、「どのような材料を使うのか。」「どのような活動を行うのか。」など、材料や活動

についてイメージをもつことができるような題材名にするとよいでしょう。児童の活動への意欲を引き出すよ

うな言葉を選びましょう。 

（例） 「のこぎりザクザク生まれる形」 「ひらいたはこから」 

（１） わくわくするような題材名を！ 

特に新しく扱う材料や用具については、実際に体験する機会を設けましょう。触れたり、扱ったりすること

が発想や構想のきっかけになり、活動に対する児童の不安を減らすことにもつながります。 

（４） 材料や用具に触れる機会を！ 

👉「授業実践のまとめ」 

👉「授業デザイン FIRST STEP Vol.2 『見通し』編」 

架空の世界を設定したり、ストーリー性をもたせたりすることで、ただ説明するよりも、ぐっと興味を引くこ

とができます。教師の創意工夫によって、児童の活動は大きく変わります。 

（２） 想像力を刺激するような設定を！ 

参考作品の提示は、「完成形を提示する」「未完成な状態を提示する」「部品や一部を提示する」「何も

提示しない」が考えられます。題材や教師の意図によって、何を提示するかを考えましょう。 

（５） 参考作品の提示は熟考を！ 

手触りや匂い、音など感覚を刺激したり、写真や動画など ICT 機器を活用して提示したりするなどの工

夫をしましょう。ただし、提示する量や種類、時間が多くあればよいわけではないので、吟味することが必要

です。 

（３） 材料や用具の提示に工夫を！ 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/03_syo_chu_kakukyouka/4/tangen/06_shozukou_daizai.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/05_shouzu_matome.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r5/02_syo_chu_kakukyouka/02_kisokinoshidouryoku/05_shouzu_jugyoudezain_2.pdf

